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◇ 我らの目指 したいもの
人類の文明は長い悲惨な歴史を経て､個の尊重 ･人間
性の尊厳 ･平和で健康な日常生活を営むことの大切さを
認識 し､確保するに至った｡二十世紀の後半になって､
そのような総意が得られる国や社会か確立された｡日本
国憲法はこの人類の英知の表現でもある｡ しかしながら､
日本の社会においても､理想と現実とのギャップは大き
く､今尚､将来にわたって食生活の理想を求め健康生活
のための諸科学の進歩を必要としている｡生活科学部は
まさにこのような社会の要請に応えようとするものであ
り､食 ･健康科学の分野においては健康のための食生活
を追究することを目的とするのである｡人間の食につい
て理解するためには､先ず､人間も生物の一種であり他
種の生物との共生の中に生きていることを認識 しなけれ
ばならない｡
この観点から､周囲を見回すと諸種の課題が山積みで
あり､その大きさに圧倒されるばかりである｡
◇ 生物と無生物の狭間から
宇宙から眺めた地球がいかに瑞々しいものであるのか
は､想像に難 くない｡原始地球上への生物の出現は､水
の存在によってこそ保証された｡水圏は植物を育み植物
を餌とする動物を進化させた｡
地球上の生命は､生存のためのエネルギー源を太陽の
光エネルギーに依っている｡植物は光エネルギーを化学
エネルギーに変換する仕掛けを発達させていて､二酸化
炭素と水とを素材として化学エネルギーを有機体 (有機
化合物)の形に変えて保持 している｡
植物によって変換された太陽の光エネルギーは動物に
よっても利用されている｡動物には､光エネルギーを化
学エネルギーに変換する能力はなくて､専 ら植物を食べ
ることによって化学エネルギーを獲得 している｡肉食動
物は動物の肉を食べることによって､化学エネルギーを
獲得しているが基を辿って行けば植物に辿 りつく｡従っ
て､地球上のほとんどすべての生物は光エネルギーに依
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存しているということが出来る｡なお､厳密に言えば､
極 く少数の微生物には無機化合物の化学エネルギーを利
用 しているものがあるが､地球上の生物圏全体から見れ
ば極 く一部分であるといってよい｡
地球上に到達 した光エネルギーのうちの僅か数パーセ
ントが植物によって固定されて地球上の全生物に利用さ
れるのであるが､利用された後のエネルギーは廃熱とし
て宇宙空間へ排出されている｡永い生物の歴史の中で､
植物によって固定されたまま利用されなかった余剰のエ
ネルギーは化石燃料として地中や海水中に蓄積されて来
た｡現代人は､億年の単位で貯えられてきた化石燃料を
十年単位という猛烈なスピー ドで消費 しているが､その
結果廃熱の宇宙への排出速度が廃熱の生成速度に追いっ
かなくなり大都市周辺のヒートアイランド現象となって
いる.このと- トアイランド現象が拡大 し普遍化する時､
地球上の生態系は大きく変わってしまおう｡
その上､化石燃料の燃焼によって発生 した二酸化炭素
量が､植物による吸収同化や海洋による溶解量よりも多
くなりつつあり､二酸化炭素自体による温室効果を引き
起こしてしまい､地球上の気温はさらに上昇することと
なる｡
◇従膚栄養型生物と独立栄葦型生物
植物のように､栄養素の補給が無機栄養素だけでよい
生物を独立栄養型といい､動物のように他の生物体を利
用することによって栄養素を補給するタイプの生物を従
属栄養型という｡
従属栄養型生物は､栄養素の補給の面からでも他種の
生物に依存 しなければ生きて行けない｡人間も例外では
なくて､他種の生物がいなくなったとき人類は確実に絶
滅 しているであろう｡
今､環境の保全や生態系の保護が叫ばれているのは､
人間の生存のためにも他の無数に多くの生物種の共存が
必要だからである｡
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◇動物における摂食一食物連鎖の特質一
動物は主として (時として､共食いという現象が見ら
れるが､これは稀である)他種の生物を食物としている｡
この関係は食物連鎖といわれるム食物連鎖は餌となる生
物体を丸ごと全部食べてしまうために､餌になる生物体
の成分がそっくり摂食者の体内に入ってくることになる｡
動物が利用する成分を栄養素といい､利用できない成分
は非栄養素であるが､非栄養素の中には有害性の生体外
異物のように歓迎されない成分も含まれている｡
生体外異物は動物体内で利用されないので､体外へ排
出されるか体内のどこかに蓄積されているかという､い
ずれかの運命を辿る｡生体外異物には体外に排出されに
くいものがあり､食物連鎖を経ると上位の生物種の体内
にどんどん濃縮されて行く｡一般的には､ある動物に1
キログラムの肉体が出来るためには10キログラムの食餌
が必要とされる｡従って､食餌中の1の濃度の生体外異
物は肉体の中では10の濃度になっている｡
ある種の動物の体内に蓄積されやすい成分は他の種で
も蓄積されやすいという性質がある｡このために､生物
濃縮という現象が起こる｡食物連鎖の最初の方に位置す
る生物種は食物連鎖の下位にあると言うが､下位の生物
種と較べて上位の生物種はど生物濃縮は著 しくなる｡ 下
位の生物種ではさして問題とならないほどの極く低濃度
の蓄積しか起こらないものでも､上位の生物種になると
生命に危険が及ぶほどの高濃度に蓄積されるに至る｡
ホルモン作用撹乱物質が高等動物や人間で深刻に心配
されているのは､食物連鎖の上位にあるものほど､生物
濃縮が著しいからである｡
◇動物には餌の成分を無性格にする能力が備わってい
る
個々の生物は自己を他者から区別するために､個特有
の成分をもっている｡自己の中に入り込んでくる他者を
区別し排除するために､免疫系による厳密な自他の区別
化を行っている｡また､種毎については､種特有の生体
構成タンパク質を持っていて､他種と明確に区別化 して
いる｡
食物を食べて栄養素が消化管の中で消化され吸収され
るときには､タンパク質はその構成アミノ酸にまで分解
されている｡タンパク質の特異性はアミノ酸の種類と量
比とそれらの結合順位とによってもたらされる｡だから､
特殊なタンパク質でも､構成アミノ酸にまで分解されて
しまうと､もはや､そのタンパク質の特異性は無くなっ
てしまう｡このようにして､動物はいろいろな食品を食
べても食品成分に振り回されない様な機構を作っている｡
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しかし､この一般的な方式に当てはまらない場合があ
って､条件によっては分解されきれないままのタンパク
質やペプチ ドが消化管を通過 して体内に取り込まれるこ
とがある｡これらのペプチドは抗原として機能 して､生
体に抗体を作らせる｡このことは､食品に新たに混在 し
てきたタンパク質やペプチドが特異性を持ったまま生体
中に取り込まれる可能性を示 しており､予想外の影響を
生体に与えることを危倶させる｡
非栄養素については､体内に取り込まれたものの処理
は難しい場合が多い｡有機物の生体外異物に関しては､
肝臓のP450酵素系によってある程度の処理が行われる
場合があるが､万能ではない｡無機体の有毒物質の内で､
ヒ素化合物については､生体中に解毒機構が存在してい
る｡ ヒ素の性質はリンと酷似 しているために細胞の中へ
急速に容易に入り込む｡毒性の強い亜ヒ酸やヒ酸は細胞
に取り込まれると有機体に変化することによって毒性を
軽減し､さらに部分的に濃縮蓄積することによって個体
に対する解毒を行っている｡これらは､生物が獲得して
きた生き延び手段の一つである｡
◇今世紀の栄養学が到達したもの
我々人間の食糧は動物か植物あるいは微生物のいずれ
かの生物体の構成成分である｡今世紀に発達した栄養学
は､食品を構成する成分をきちっと分析してどの食品を
どれだけ食べればよいかという指針を完成させた｡この
データを活用することによって､疾病に対する食事療法
が可能となり､また生活習慣病を予防するための食生活
指針も出来上がったのである｡
◇食の未来的意味から見た遺伝子組換え
ある種の生物体の成分が大幅に変化した場合には何が
起こるのだろうか｡近年の遺伝子技術は遺伝子上のDN
Aを自在に繋ぎ変えることを可能とした｡この結果､い
ろいろなタンパク質を新たに細胞中に導入することを可
能とした｡
遺伝子組換えによっていろいろな形質が植物に組み込
めるようになってきた｡B動物のある種のタンパク質を
A作物に組み込むと､A作物を食べるだけでB動物を食
べなくてもある種のタンパク質を摂取できるので､その
作物は大変に有用であるという｡果して有用であると手
放しで賛美できるであろうか｡
あるタンパク質を別のある特定の生物種に導入すると､
その生物種にその種本来の性質に加えて新たな効能の性
質が付与される｡この付与タンパク質は特定のウイルス
に対する抗体であったり､殺虫性のタンパク質であった
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りする｡あるいは､食用作物に動物タンパク質が導入さ
れていたりする｡あるいは､除草剤抵抗性の機構を新た
に獲得させてあるものもある｡
このようにして､無数の品種に遺伝子操作が施された
とき､いろいろな作物の構成成分がまちまちになり､ま
た従来の調理法では対応できないものも混じて来よう｡
中には､未だに知られていない微量成分が混入してきて
アトピー性の奇病の発現につながることもあり得よう｡
この様に考えてくると､遺伝子操作により農作物に入り
込んできた新成分について分析する手段はお手上げかも
知れない｡農作物の遺伝子操作による成分の変更につい
ては､消費者の立場からかなりな厳密な規定が必要であ
ろう｡しかし､現代の傾向は､遺伝子操作によって新た
な形質を導入することは一種の流行となっており､企業
の金儲けや研究者の功名心と稼ぎの対象にさえなってお
り､しかも､当事者の視野が狭くて生物圏のことを十分
に理解しておられないように見受けられるのは遺憾であ
る｡
◇ 研究力 ･技術力の空洞化
日本と欧米諸国との教育制度の相違は何であろうか｡
今から三十年以上も前のある日の米国西海岸のある大学
でのエピソードを紹介しておく｡当時の日本では一般の
中学や高校では金工技術を習うような機会は全くなかっ
たのであるが､米国では高校生の作った金属溶接の作品
が木工製品の作品と同じように展示されていた｡生物系
や化学系の日本人留学生で金工の出来る人は殆どおらず､
実験装置の組立試作もままならなかった｡負け惜しみに
日本人留学生が言った言葉は､｢米国の高校生が金工技
術を身につけている時間に日本の高校生は哲学思想を勉
強していたんだ｣､と｡では､現在はどうであろうか｡
大半の日本の高校生は運動選手をやっているか､受験勉
強をやっているかの､どちらかだというが本当だろうか｡
現今､日本の社会風潮として職人技の軽視が､職人の
後継者難を招いているのであろう｡技術の空洞化は､起
こるべくして起こっているのであろうか｡企業が安上が
りであるという理由で基礎研究の部分を外国に依存した
り､公費に関しても国内の基礎研究に十分な研究費の配
分を行えないような研究費配分システムになっているこ
とや､特に公費研究費の絶対額が少ないことが禍してい
る｡その結果､人的な研究層が薄くなり､大型の装置は
導入されても日常の細々とした装置の製作をサポートす
る体制が削除されて､地道なアイデアの積み重ねが枯渇
してしまっている｡
大学や研究所や産業界が経済的理由を最優先して研究･
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技術の評価をしている内にいっの間にやら研究や技術の
肝心な底力がすっぽり抜け落ちてしまっているのである｡
この空洞化は､現在各界で深刻になっている｡
欧米諸国の街を旅して気が付くのは､自然科学の生き
た歴史があちこちに息づいているという実感である｡例
えば､オランダのライデンという大変小さな町で､そこ
のある博物館へ行くと電子顕微鏡の第-号機が展示され
ており､その隣にはレーベンフックの作った人類最初の
顕微鏡が並べてある｡また､その町の別の博物館には物
理の教科書には必ず出てくるライデン瓶の本物が展示さ
れている｡
日本でも､小さい子供や少年少女達にものの原理や人
類の努力の足跡を見せるために､あちこちの町に理化学
の装置を収容した博物館が必要である｡
ところで､日本の大学の生物系にいる学生や教員が､
生物の勉強を疎かにして物理 ･化学に重点を置くばかり
か生物の分類学や形態学などを軽視しているのは感心で
きない｡えてして彼らには､視野が狭くて生命体をロボ
ットや無生命の物質としてしか見られないような言動が
目に付く｡人間性の尊厳とか､精神の微妙さなどは理解
できないように思えてならない｡
◇多面的な社販的なものの見方を
｢ものごと｣には多面がある｡ある一面のみが有用で
も他の面が有害であるという ｢もの｣は少なくない｡有
用な面と有害な面とのせめぎ合いの中に ｢ものごと｣は
存在する｡｢ものごと｣のいろいろな面を見るためには
複眼的な見方が必要である｡その例を抗菌性樹脂に見る
ことができる｡どこかで抗菌性樹脂が有用であるといわ
れると､誰もが我先にと抗菌性物質を樹脂に練り込んで
製品化する｡不要な部分や有害であり得る部分にも抗菌
性樹脂が使われてくる｡使われている抗菌性物質の正体
が何なのかが明示されることなく｡
◇成長の限界一都市とごみとリサイクルと資源
現代の世界経済を支えている経済理論は ｢成長と消費｣
を前提としていて､｢成長の限界｣q)指摘をまつまでも
なく､有限の資源を利用している限りいずれ行き詰まる
に違いない｡
それに加えて､世界人口の急激な増加は､人々をして
世界中の有限な資源を益々消費させ･る方向へと流してい
る｡典型的な現れは､世界中の大都市周辺に見られるゴ
ミの山である｡
地球上に人口が増えすぎて､その影響が自然界をます
ます圧迫している｡日本という小さ.な区域に限っても､
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根こそぎ都市開発や大型道路や大型橋梁の建設は自然条
件を大きく変えている｡地上をコンクリートやアスファ
ルトで覆い尽くし､雑木や雑草を根こそぎ排除している｡
都市に住む人々の多くが泥土を嫌い落ち葉を嫌うという
のはどうしたことであろうか｡
多くの人の意識の中で､さらに現実の行動の中で､地
表数メートル以内という生物種の最も多く住み着いてい
る環境を余りにも粗雑に扱いすぎている｡
また､自然界に放出される人工産物がますます増加し
ている現実も自然を大きく変えている｡都市ゴミの集積
を覆うために､見えなければよいと言うわけか､有害物
質を谷間や低地に埋めて土を掛けている｡プラスチック
スは形が見えなければよいというので､直ぐにバラバラ
になるようにしている｡形が小さくなっただけではかえ
って回収が困難になるばかりだというのに｡
個々の商品についてみても､例えばプラスチックスの
フタの留め具が直ぐに折れてしまうためにそれ以上は使
えないような容器や電化製品など､例挙にいとまがない｡
棄てられる工業製品の中には､度々規格が変えられるた
めに､修繕の仕様がないものが少なくないことも事実で
ある｡これらはすべて都市ゴミとして集積されて行く｡
商品開発や商品販売に携わる人々に長期的に総体的に生
物圏全体を見る目が無くて､目先のことしか理解できて
いないことの現れである｡
世界中の大 ･中･小都市の裏口に巨大なごみの山が出
来ているのも､近代経済学が掲げている ｢成長と消費｣
の当然の帰結であろうか｡発想法の転換なしではいかな
る救いもあり得ないという思いを噛みしめているのは､
私独りではあるまい｡
都市から排出されるゴミの処理として行われる埋め立
てと焼却は､いずれの方法でも有害物質の環境への放出
が伴っている｡とすれば､徹底したリサイクルとそのた
めの製品造りしかないであろう｡
◇情報化社会の明暗
人類はどこへ行こうとしているのであろうか｡
現代は情報化社会の入り口に差しかかっており､日本
でも情報公開の機運が高まっている｡｢情報公開｣ とい
う風潮の中で､各大学 ･研究機関では自己評価自書の公
表が盛んである｡多くの場合､これらの白書には研究者
やスタッフの個人情報に関するものがびっしり採録され
ている｡日本全国の殆どの大学 ･研究機関がスタッフ･
研究者の個人情報を公表していることについての異論は
無いのであろうか｡これなどは､日本の大学人 ･研究者
のお人良し加減の現れではないだろうか｡欧米では特に
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子育ての家庭では､電話番号や住所も極秘にされている
場合が多いということだが｡
情報の普遍化と均一化がますます進む一方で､多かれ
少なかれ情報を独占しで情報操作を行い中央や地方で権
力を手中にしようとする連中が生まれることを恐れる｡
情報操作を行う連中が地球の生物圏 (生態系全体)の微
妙さを無視したとき､人類はまさに滅亡へと導かれるの
ではないだろうか｡
◇自然破壊と環境保全
地球上のいろいろな土地では､従来通りの方法で着実
に自然が破壊されている｡典型的な例としては､いわゆ
る開発後進国が開発先進国に追いっきこれを追い越すた
めに､自然を大幅に壊し続けている｡先進国にはなぜか､
この自然破壊行為を ｢非難できないし非難してはいけな
い｣とする人々が少なからずいる｡
現在､地球上の生態系を大幅に変化させている人間の
営みは多数の種を絶滅に追いやっている｡これも地球上
に人類の数が増加したことと対応している｡現状が進行
すると､ますます多くの種が滅びそれにつれて生態系も
大きく変わり､そのことが原因で更に多くの種が滅び､
雪だるま式に種が減少してついには人類を含めた高等動
物が絶滅してしまうという図式が進行するのかも知れな
い｡
当面､我々が緊急に考えるべきは､現在の地球上に存
在している熱帯雨林が消滅したとき､人類という種は多
くの種とともに絶滅へと導かれるのではないだろうか､
という危幌についてだ｡
◇ 人口増加と日本人の食稚調達
虚心坦懐に現在の日本の置かれている状況を眺めてみ
ると､大変にお寒い｡食糧自給力は年々歳々減少し続け
ているため､海外からの食糧供給が途絶えると途端に国
内に飢えが蔓延するであろう｡世界中の人口が止まるこ
となく増加し続けている現状は､海外からの食糧供給が
いっ途絶えてもおかしくない情勢を意味するのである｡
現在の日本の政治家に求められる資質は､近未来の日本
人の食糧調達を何としても達成するという意識と情熱と
である｡日本国にとって､日本人の食糧調達の方策こそ
は何をおいても最優先とされるべき事柄である｡ところ
が､飽食の日本社会を見ていると食糧危機など全く感じ
られないし､マスコミも何の意識も持っていないように
見受けられる｡
◇ 生命は何にもまして尊い
片山 :健全な食 ･健康科学を育成する努力を
社会の判断基準が ｢人間の尊厳｣であるとき､平和と
幸福な雰囲気に満ちた桃源郷が存続する｡ところが､現
代日本には､経済的な効果だけを基準にする風潮が社会
のあらゆる部分に浸透している｡その行き着くところは､
桃源郷ではなくて弱肉強食の殺伐たる風景であろう｡
このようなやりきれない世相を反映してか､世紀末信
仰がもてはやされている｡世紀末には自然現象として何
かが起こるという信仰はどナンセンスなものはない｡な
ぜならば､西暦の起源そのものが人工的な産物であり自
然の法則性とは無関係だからだ｡これと同様に､元号は
西暦年以上に人為的産物にもかかわらず､未だに元号に
しがみついている人々の閉鎖性には心が痛む｡
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◇次の世代へ
我々人類の歴史は､人間の愚かさと賢さが織りなすタ
ペストリー である｡愚かさを克服し賢さを伸ばしてきた
努力が文明の進展の証である｡我々が歴史を播きそこに
学ぶのは､現在の営みを省みて愚かさを少しでも減らそ
うとするからである｡その努力こそが人間の英知なので
ある｡
科学研究においても温故知新の大切さが痛感されるの
であるが､そのことが認識できない研究者がいる｡彼ら
に対して､｢未熟なのにすでに香りの人生にあるのか｣
と問いたい｡
Summary
OurDepartmentofFoodandNutritionsciencesaimstopursuethesciencesofhumannutrition.In
this20thcentury,thenutritionsciencescontributedtorecommendationsfordietaryalowancein
● ●
manynations,basedontheanalysISOffoodcompositionsandprogressinnutritionalphyslOnlogy
andhumanbiochemistry.However,recentgenetechnologylSbringlngaboutsubstantialandrapid
●
●
changesoffoodcompositionsandcomponents,resultinglnmuchconfusioninthedietiticsachieved
inthe20thcentury.FortheJapanese,thegreatestsourceofanxietyforthenearfuturewilbefood
●
shortage,andecologlCalaggravationoftheenvironment,acceralatedbytherapidincrementsof
urbanaswelasworldpopulations.Wewishyoungpeopletohavemultilateralview pointsonthe
complicatedpresentandfutureproblemsinscientificandsocialfields,basedontheprlnCipleofthe
I
DignityofLifeasdelineatedbytheConstitutionofJapan.
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